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検査結果や製品に関するご質問は、CooperGenomicsの専門家サポートチームが対応いたします。
詳しい情報をお知りになりたい場合は、
https//fertility.coopersurgical.com/をご覧ください。
ERPeakSM 子宮内膜胚受容期検査に関してご質問がある場合は、
contact.genomics-jp@coopersurgical.comまで電子メールでお問い合わせください。
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*検査結果が受容期前または受容期後の場合のみ

ERPeakSM子宮内膜胚受容期検査で分かる事

子宮内膜が胚を受け入れ可能な時期
推奨される移植時期*



的確な胚移植のための検査

着床の窓（WOI）

ERPeak  SM

子宮内膜胚受容期検査

　CooperGenomics が独自に開発し妥当性確認を行ったプラットフォーム ¹ を使用した、 ERPeakSM 子宮内膜胚
受容期検査（ERPeakSM検査）により、女性の子宮内膜の受容期について、正確かつ信頼性のある評価を行うことが
できる新しい検査です。

なぜ子宮内膜の受容期を調べるのでしょうか？

　子宮内膜が胚の着床を受け入れられる状態（すなわち受容期）にある短い期間のことを、着床の窓（WOI：
Window of Implantation）といいます。通常このWOIに相当する期間は、生殖補助医療の治療周期ではプロゲステロン
投与開始（投与開始日時が0日）から5日後です。反復着床不全（RIF: Recurrent Implantation Failure）2が認められる
女性の約30％では、このWOIがプロゲステロン投与開始から5日後よりも前または後ろにずれていることがわかって
います 2。
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検査の原理
CooperGenomics の ERPeakSM 検査では、関連するホルモン応答遺伝子の発現量を調べることで患者様の

WOIの時期を特定できます。これにより、担当医師は胚移植に最適な時期を知ることができ、妊娠成立を高める
可能性があります。反復着床不全（RIF）の患者様に現在臨床で利用可能な検査を行った場合の妊娠率は 51.7％
～ 63.2％と報告されています 3,4。

結果が分かりやすい
ERPeakSM子宮内膜胚受容期検査の結果は、非受容期、受容期前、受容期、受容期後のいずれかで報告いたし

ます。検査結果が受容期前または受容期後の場合、CooperGenomicsが推奨する移植時期を報告いたします。
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4つの簡単なステップ
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